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          ◆◇◆卒業証書授与式◆◇◆               

 
 

●南風小学校第２３回卒業証書授与式。 

子どもたちの姿，言葉。すばらしかったです。見守る５年生の姿もすばらしかったです。 

ここまで育てていただいた全ての皆さまに感謝，です。 

 式辞として私から子どもたちに贈った言葉です。 

 
卒業生の皆さん。ご卒業おめでとうございます。  

この言葉を知っていますか。「自立」。「自立」とはどんな意味でしょう。   

一人で立つこと。だれにも頼らずに生きていけるようになること。    

私は長くそう考えていました。 

でもある時，脳の病気で体や言葉に障害のある方の話を聞いて考えが変わりました。  

その方はこんな話をされていました。 

自立を，自分で何でもできることと考えたら僕は死ぬまで自立できない。 

でもそんな僕にもあてはまる「自立」の意味を考えた。 

自立とは，自分ができることには自信をもってできない人のために力を尽くすこと。 

できないことには謙虚になってできる人から助けを求めること。 

できるのにできないと思いこんだり，助けを求めている人がいることに気付かずに 

自分の力を自分のためだけに使ったりするのは「自立」とはいわない。 

反対に，できないのにできるふりをして，できる人からの助けを求めずに 

できないことを放っておくのも「自立」とはいわない。 

この話を聞いて私は「自立」とは自分を知る力であり自信と謙虚さをもって  

人と関わっていくことだと考えるようになりました。 

できることに自信をもって。できない人のために力を尽くす人に。 

できないことには謙虚になってできる人に助けを求める人に。 

仲間とともに「自立」に向かって成長していくみなさんをずっと応援しています。 

 

 

●今年度の修了まで一週間。 

 ６年生のいない，空っぽの靴箱と教室を目にするとやっぱり寂しくなります。 

 それでもバトンを受けた後輩たちは，志をふりかえり，自分や自分たちの成長具合を 

確かめながら次の学年に目を向けて最後の週を過ごしていきます。 


